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満 済 准 后 日 記
まんさいじゅごうにっき� 全２冊・完結
続群書類従補遺１　上・下
B6判 揃1,206頁 揃10,500円（本体10,000円＋税5％）
（上）ISBN4-7971-0110-5（1928.５）
　　B6判 544頁 5,250円（本体5,000円＋税5％）
（下）ISBN4-7971-0111-3（1928.１）
　　B6判 662頁 5,250円（本体5,000円＋税5％）

室町時代黒衣の宰相と称された満済の応永18年（1411）から永享７年（1435）の日
記。満済は権大納言今小路師冬の子で、後に室町将軍家足利義満の猶子となり、醍醐
寺三宝院賢俊の室に入って得度した。応永２年醍醐寺座主に補してより東寺長者・四
天王寺検校を歴任し、この間法印に叙し、大僧正に任じ、応永35年には准后の宣下
をうけている。満済は賢俊の後をうけて室町将軍家に重用され、特に義持・義教の
信任あつく、政務についてしばしば重要な献策をし、その権威は甚だ高かった。した
がって本日記は単なる僧侶の日記というよりも、むしろ室町時代初期に於ける幕府側
近者の日記の観があり、長年月に亘るその詳密にして正確な記事は政治史研究の重要
史料として著名である。
【収録】（上）1411〔応永18〕～1428〔正長元〕
（下）1429〔正長２〕～1435〔永享７〕

看 聞 御 記
かんもんぎょき� 全２冊・完結
続群書類従補遺２　上・下
B6判 揃1,386頁 揃10,500円（本体10,000円＋税5％）
（上）ISBN4-7971-0112-1（1930.10）
　　B6判 628頁 5,250円（本体5,000円＋税5％）
（下）ISBN4-7971-0113-X（1930.10）
　　B6判 758頁 5,250円（本体5,000円＋税5％）

後崇光院貞成親王の応永23年（1416）から文安５年（1448）の日記。記主は崇光
院の皇孫栄仁親王の第二子で、幼少の頃は今出川公直に養育された。後、元服と同時
に伏見宮に戻り、応永24年兄治仁王の急死の後をうけ伏見宮家第三代の主となって
いる。又、同32年４月後小松上皇の猶子として親王宣下を受けたが、７月俄に出家
し道欽と号した。正長元年称光天皇の崩御に当り、親王の第一子彦仁王が位につき後
花園天皇となり、文安４年天皇の実父ということで太上天皇の尊号をうけている。か
くして、本記は記主の日常生活についてはもちろん、後花園天皇践祚に関する朝廷の
動き、足利義教の粛清政治の様子、嘉吉の乱等朝幕を中心とする政局の動きを記し、
また世間の巷説、市井の出来事、種々の芸能に関する記事等も豊富で当代の政治・文
化・庶民生活等に関する貴重な史料となっている。
【収録】（上）1416〔応永23〕～ 1431〔永享３〕
（下）1432〔永享４〕～ 1448〔文安５〕

藤井貞文・小林花子校訂

師 郷 記
もろさとき� 全６冊・完結
全６冊揃39,900円
①ISBN4-7971-0350-7（70回配本 1985）
　240頁 5,775円
②ISBN4-7971-0353-1（73回配本 1985）
　226頁 5,775円
③ISBN4-7971-0357-4（77回配本 1986）
　242頁 5,880円
④ISBN4-7971-0361-2（81回配本 1987）
　268頁 6,510円
⑤ISBN4-7971-0364-7（84回配本 1988）
　276頁 6,510円
⑥ISBN4-7971-1306-5（126回配本 2001）
　272頁 9,450円

大外記中原師郷自筆。応永27年（1420）１月から長禄２年（1458）12月まで、永
享８年を欠きほぼ続く。『師守記』と同じく外記局務の書留で、政務・朝儀に関する
記録を主とし、世上の事件についての師郷の見聞も並記されている。師茂・師守の
家が六角と称され、師郷の家は押小路といわれた。六角家の断絶後、外記局務の記
録は押小路家に伝えられたものと推定される。
【収録】
①1420〔応永27〕～1432〔永享４〕
②1433〔永享５〕～1438〔永享10〕
③1439〔永享11〕～1444〔嘉吉４〕
④1445〔文安２〕～1448〔文安５〕
⑤1449〔文安６〕～1454〔享徳３〕
⑥1455〔享徳４〕～1458〔長禄２〕・索引・解題
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■
満
済
准
后
日
記
と
は
？

　
　

醍
醐
寺
七
十
四
代
座
主
満
済
の
、
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）

～
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
の
日
記
。

　
　

満
済
は
、
今
小
路
師
冬
の
子
で
、
後
に
三
代
将
軍
足
利
義

満
の
猶
子
と
な
り
、
法
身
院
准
后
と
も
呼
ば
れ
る
。
つ
い
で

義
持
の
頃
か
ら
護
持
僧
と
な
り
、
祈
禱
の
み
な
ら
ず
幕
政
の

枢
機
に
も
参
画
し
た
。
政
治
・
社
会
・
経
済
・
文
学
・
芸
能

史
の
史
料
と
し
て
も
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。

　
　

足
利
義
持
・
義
教
の
時
代
の
政
治
史
料
と
し
て
も
第
一
級

で
、
同
じ
く
続
群
書
類
従
本
の
『
看
聞
御
記
』
と
な
ら
ぶ
室

町
前
期
の
基
本
史
料
！

■
本
書
の
特
長

●
『
満
済
准
后
日
記
』
上
・
下
（
続
群
書
類
従
補
遺
一
所
収
）
の
人

名
索
引 
。

●
現
在
、
流
布
本
で
あ
る
続
群
書
類
従
本
は
、
上
下
二
段
組
で
傍

注
も
頭
注
も
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
本
書
に
限
ら
ず
、
古
記
録

に
記
載
さ
れ
た
人
名
は
、
時
期
に
よ
っ
て
変
遷
す
る
通
称
（
異

称
・
官
途
名
な
ど
）
で
記
さ
れ
、
実
名
で
書
か
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

本
書
で
は
、
可
能
な
限
り
人
名
の
比
定
を
行
な
い
読
者
の
便
宜

を
計
っ
た
。

●
本
索
引
に
よ
り
、
知
り
た
い
人
物
を
即
座
に
検
索
し
、
時
代
を

追
っ
て
本
文
と
あ
た
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
難
解

な
本
書
に
登
場
す
る
人
物
の
、
異
称
・
別
称
を
知
り
個
々
の
関

係
を
理
解
し
て
本
文
を
読
解
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●配列は、訓読による五十音順、ただし僧・女子は音読とした。
●各項目は、人物名を掲げ、（　）内に異称・註記を入れ、記載箇

所の年月日と巻数（上巻・下巻）・ページ数・段（上・下）を示し、
末尾に掲出箇所の表記を入れて利用の便宜を計った。本文の表
記から当該箇所を検索しやすくしてある。

●各項目の採録については、原文主義とし、重複を厭わず異称・
別称の類もすべて採り、ミヨ項→をもって（　）内にまとめた〔官
職・通称・幼名・所属寺院など〕。また、必要に応じて〈　〉（　）
内に註記を施した。

　満済准后日記研究会…1989 年発足の研究会で、故高橋正彦氏（慶
應義塾大学名誉教授）の研究室で行なわれていた輪読会が母体。
本索引は、研究会（メンバー 7 名）の活動の集大成で、20 年の
歳月をかけて漸く完成したものである。

〔続群書類従本 本文〕

人名索引組見本


